た、 卓上に は、 洋酒 用の 盃ゃ、 開いた 缶詰 や、 古風な 

燭台 や、 灰皿に 開かれた シガレット. ケ —スに 燐寸な 

どが 乱雑に 載って いた。 だが、 それらの 品物 は、 一 つ 

も 転がって いはしなかった。 

「 …… そんな わけでして、 どうも はっきり しないと こ 

ろ も あるんで すが」 と大寺 警部の 有名な 〃訴える 子守 

娘" のよう な 異様な 鋭い 声が して 「ともかくも、 ここ 

の 戸口の 扉に は 内側から 鍵が さしこんだ まま 錠が か 

かってい るのに 対し、 反対側の 窓が 半分 開いて 居り ま 

すうえ に、 今 ごらんに なりました とおり、 被害者の 頸 

の 後に 弾丸が 入って いる。 それならば、 犯人 は 被害者 



の 後方から 発砲し、 それから あの 高 窓に とびあが つ て 

逃げた —— と 考えて よろしい ので はない かと 思います _ 

私の 説明 はこの くらいに してお きまして、 後 は どうぞ 

捜査 指揮 をお ねがいい たします」 

そういつ て大寺 警部 は 一 礼した。 

検事 一行 は、 静粛な 聴 問の 姿勢 を 解いた。 

「すると 君 は、 容疑者 一号の 婦人が、 その 被害者 を 射 

殺した 後、 あの 高 窓へ とびあがり、 扉 を 開いて 外へ 逃 

げたと いうんだ ね」 

長 谷 戸 検事の 声だった。 

「は あ。 私 はそう 思います が …… 」 



「で、 その 容疑者 一 号 は、 ピストル を 持って いたかね」 

「いや、 持って 居りません。 追及し ましたが 頑として 

答えません」 

「ピストルで 射殺した こと は 認めた かね」 

「ピストル なんか 知らないと、 頑張りつ づけて 居り ま 

す」 

「いえ 〔# 「いえ」 は ママ r ピストル なんか 知らないと 

ね。 なるほど、 そうかね。 …… で、 君が その 婦人 を容 

疑 者と した 理由 は？」 

検事 は、 警部の 顔 を 興 深げ に 見る。 

「はい。 それ はいくつ もの 理由が ございま すが、 まず 



の 弟の 旗 田 亀 之 介の 二人 だけで、 その外に は 毎日 通勤 

して 来て 昼間 だけ 居 合わす 者と して、 お手伝い 〔# 「お 

手伝い」 は 底本で は 「お伝い 匕 のお 末 (本名 本郷 末子) 

と 雑役の 芝 山 宇 平が あると 答えた。 お 末 は 二十 二 歳。 

宇 平 は 五十 歳であった。 

「或いは そういう 連中のう ちに、 ピストル を 隠して い 

る 者が いるん じ やない かねえ。 それ を 調べて おくんだ 

よ、 まだ 調べて なければ …… 」 

「は あ、 調べます」 

大寺 警部 は、 まだ それ を 調べて なかった ので ある。 

「で、 その 家政婦と 弟の 両人 は、 昨夜 居た のか 居ない 



けた キャビア、 鮒の 串 焼、 黄い ろい 生 雲丹、 ラ ドッシ ュ。 

それから 別に コップに セロリが さして ある。 それから 

もう 一 つちよ つと 調和 を 破って いるよう な ものが 目に 

ついた。 それ は 開いた 缶詰だった。 半 ポンド 缶で あつ 

たが、 レッテル も 貼って ない 裸の 缶であった。 何が 中 

に 入って いたの か、 中 は 綺麗に なって いたから 窺う 由 

もない。 

その外に 小型の ナイフと フォ ー クに コップの 類。 開 

かれた る シガレット. ケ ー ス とその 中の 煙草。 それ か 

ら 別に きざ み 煙草の 入った 巾着 と パイプ。 灰皿に 燐 寸。 

11 台が 一 つ。 E し蠟燭 はない。 あと は 四 本の 洋酒の 壜 



そのこと ではなかった。 警部 は、 その 鳥籠が 平凡な 物 

品で あると ころから 今まで 全然 問題に していなかった 

わけで あるが、 突然 帆 村が その 前に 彼 を 連れていって 

意味 あり 気 に 指した ので、 警部 はは つと 愕 いたわけ で 

あった。 愕 いた 途端に、 警部 は その 鳥籠に ついて、 今 

まで は 看過して いた 或る 異常な 事実に 気がつき、 そこ 

で 更に 余計な 驚愕と 狼狽と をつ け 加えた わけで あ つ た。 

し ま 

( …… 失敗った。 帆 村が 問題に している 洗面器の 下の 

鼠の 死骸と、 この 鳥籠の 一件と は 深い 関連性が あった 

のか。 それに 気がつかなかった と は …… ) 

警部 は 汗 びっしょり になった。 そのと きで ある、 帆 



わけです ね …… 。 とにかく ごらんの とおり 籠の 中には 

小鳥が 居な い。 そして 空つ ぼの 鳥籠 だけが ここに 置い 

て ある。 なんという 意地の わるい ことでしょう ねえ。 

いや、 果して これ は 偶然の 神が この 意地 わる をした の 

か、 それとも 犯人が この 意地 わる を 試みた のか。 警部 

さん、 御 感想 はいかが です」 

帆 村の 長広舌 を 聞いて いる 間に、 警部の 汗 はすうつ 

と 引 込んで しまう し、 顔色 も 元に 戻って しまった。 そ 

し て 警部 はこ こで、 用意して おいた 次の 言葉 で 帆 村に 

州ヽ ヒ o 

S レ， K 

「そう 君の ように、 何でもかんでも 目につく ものに つ 



して 朝まで ぐっすり 寝込みまして ございます」 

「それから …… 」 

「それから 朝に なりまして、 五 時半に 起きまして いつ 

ものよう に 朝食の 用意に かかりまして ございます。 す 

ると 誰か 入って 来まして 声 を 私に かけた 者が ございま 

す。 見ます と、 それが …… それが 例の 娘さんな ので ご 

ざいました」 

「ふん、 土 居三津 子だった のか」 

「はい」 

「それ は 何時かね」 

「六 時 過ぎ だと 思います が、 正確に は K えて 居り ませ 



それ を 持って 引返して 来た。 そして 検事の 前の 席に つ 

いたが、 持って来た 灰皿 は 窓枠のと ころに 置いた。 そ 

こ は 彼の 席から 手 を 伸ばせば 十分に 届く ところだった。 

部屋の 隅つ こに は、 さっき 鼠の 屍骸 を 持って 出て 警 

官へ何 か を 頼んで いた 帆村荘 六が 最早 戻つ て 来て、 

ゆっくりと 煙草 をく ゆらして いたが、 彼 はこのと き 亀 

之 介 を 細い 目で 透かして 見ながら、 鼻 を 低く 長く 鳴ら 

した。 

(きちんとした 男らしい。 死んだ 彼の 兄の 方 はだら し 

ない 人物ら しいが ：：： ) 

帆 村 は 心の中で 思った が、 果して それ は 当ってい る 



、、ノ 1 ク ゝ o 

力とう 力 

「御 実兄の 異変 を、 いつ 知られました かな」 

検事 は、 亀 之 介へ 訊いた。 

「ほう。 そのこと です が …… 」 と 亀 之 介 は 葉巻の 煙が 

目に しみる か 瞬き をして 「雇人た ち はずい ぶん 早く か 

ら 私の 室の 戸の 外まで 来て それ を 知らせた そうです が、 

実のところ 私 は それ を 夢心地に 聞いて いまして —— 昨 

夜 は 呑みす ぎまして な 本当に はっきりと そのこと 

を 知って 目が 覚めた の は、 今から 一 時間 ほど 前なん で 

す。 すぐ 起きようと 思った が、 鉢の 節々 〔# 「節々」 は 

底本で は 「筋々 匕 が 痛くて どうに もなら ず、 それで こん 



とはありません か」 

「ありません。 始終 クラブに 沈澱して いました。 噓と 

思ったら 玄関番と 携帯品 預リ 係に 聞いて 下さい」 

「しかし 玄関からで なくと も 外出す る 方法 は あるで 

しょう からね」 

検事が こういうと、 亀 之 介 さっと 顔を赭 くして、 葉 

卷を 叩いて 灰 を ぼんと 絨毯の 上に 落とした。 

「異な こと を 伺う もんだ。 すると 貴官 がた は、 私が ク 

ラブから 脱け だして， J の 邸へ 帰つ て 来て 兄貴 を 殺した、 

それ を 白状し ろと いうんで すか」 

「いや、 そんな 虱に 意味 を 取って 貰って は 困る …… 」 



関係と いうよう な ものが 存在し 得る ので はない か —— _ 

「すると、 婦人 関係の 怨恨で もって 御 実兄 は、 殺害 さ 

れた とお 考えなん です ね」 

「いや、 それ は 私の 臆測の 一 つです。 私が ちょっと 気 

がつ いたの は それ だとい うだけ のこと です。 私 は 兄貴 

の 事業の こと や 社交の こと を 全く 知らんで すが、 もし 

その 方 を 知っていれば 何 かお 話 出来る かもしれ ません 

が、 まことにお 気の毒です。 兄貴 は 全然そう いう こと 

を 私に 窺わせなかった のです からね」 

「遺産の こと もです か」 

検事の この 訊問 は 亀 之 介の 胸 を 貫いた と 見え、 彼 は 



段々 時間 も 経ちます ので、 わしら は 困つ ちまい まして 

な、 そこでと うとう 三人で 戸に ぶっかつ て 錠 を こわし 

て 中へ 入って みまし たんで。 あと は ごらんに なった あ 

の 通りで ござ います」 

語り 終った 芝 山 は、 汗をかい ていた。 

「主人の 死んだ ことにつ いて、 何 か 心 当り はない かね _ 

なんでも 正直に 申立てる ように。 誰に 遠慮す る こと も 

いらん から、 どんな ことで もい つてみ たまえ」 

「は あ」 芝 山 はしばしう なだれて いたが 「さあ、 わし 

は 通勤者 じ やで、 お 邸の 夜の 出来事に は さっぱり 見当 

が つきません ので …… 」 



「土 居三津 子と いう 若い 婦人 を 見た ことが ないかね」 

「今朝 見まして ございま すが、 それが 初めてで な、 前 

に は 見た ， J とが) J ざいません」 

「あの 娘が 主人 を 殺した 犯人 だと は 思わない か」 

「存じません。 全く 存じません」 

「亀 之 介と いう 人 は 怪しい と は 思わない か。 なんか そ 

れ に関して 知らない か」 

「存じません です。 何にも 存じません」 

「じゃあ 家政婦の 小 林 はどう だ」 

「お トメさん？ お トメさん は 大丈夫です。 そんな こ 

との 出来る ような 女じゃありません」 



44. I^w, 

「いや、 ご苦労。 その へんで 結構。 まあ 引取って、 あつ 

ちで 休んで いるよう に」 

検事 はそう いつ て 芝 山 宇 平 を 退ら せた。 

さて その あとに、 お手伝いのお 末が 警官に つき 添わ 

れて、 検事た ちの 前に 現れた。 

お 末 は 年齢から いえば 二十 二 歳と いう 娘 ざ かりで 

あつたが、 しかし 一同の 前に 現われた お 末なる 女は予 

想に 反して、 もっと 年 をと つた、 そして 黄色く 乾涸び 

たような 貧弱な 暗い 女性だった。 痩せた 顔 は 花王 石鹼 

の 商標の ように 反り かえっていて、 とびだし たような 



た。 昨夜 は 疲れて 居りました ので、 いつもの 勉強 はや 

めて、 入浴して 十 時半に 寝ました。 それから 今朝 は 六 

時す こし 廻った ころに、 この 邸へ 着きまして ござ いま 

す」 

そういい 終える とお 末 は 丁寧に お辞儀 をした。 

検事た ちは愕 いた。 この 女 は 昼間 はこの 邸で 働き を 

し、 夜 は 夜で 工場で 働いて いると は、 なんとよ く 働く 

女だろう。 一体 何故 そんなに 働かねば ならない のか I 

ちょうど そのと きだった。 この 部屋へ つかつかと 足 

早に 入って 来た 者が あった。 部長 刑事の 佐々 という 三 



茶箪笥の 上に 花瓶が 載って いるが、 花 は 活けて ない。 

あの 花瓶 はいつ から 空に なって いるんで すか」 

妙な 質問に、 家政婦 は 警戒の 色 を 浮べながら、 

「あのう、 あの 花 活から 花 を 捨て ましたの は 昨日の 朝 

のこと でございます。 その 花活 がどう かいたしました 

ゝ I 

力」 

「その 中に、 この ピストルが 隠して あつたので すよ」 

「まあ …… 」 

「それに ついて どういう 感想 をお 持ちです かな」 

「何にも ございません。 全く わたくしの 知らない こと 

でございますから 」 



茶碗 を 一つ を 〔# 「茶 呑 茶碗 を 一 つ を」 は ママ〕 取上げ、 

温い 番茶 を 一 口 啜った。 

一座 は大寺 警部 を 中心に、 トマトの 栽培 方法に つい 

て、 話に 花 を 咲かせて いる。 

そのと き 帆 村が、 長 谷 戸 検事に 声をかけた。 

「検事さん、 この 休憩時間に、 僕に すこし 訊問 を やら 

せて くれません か」 

帆 村 は 今までに ない 積極的な 申出 をした。 

「訊問 を？ 一 体 誰に 訊問 をす るんで すか」 

「とりあえず 二人 あるんで す。 一人 は 亡くなった 主人 

の 弟の 亀 之 介 氏。 その あとが 芝 山 宇 平と いう 爺さんで 



立ちます」 

「どういう こと をい つ て 証人に 立ちます」 

「日頃から よく 交際って いるが、 決して そんな 大 それ 

たこと をす る 女 じ やない と 」 

「それだけ では 役に立たない。 もっと はっきりと 証拠 

を あなたが 出さない と 駄目です よ。 例えばね、 小 林 さ 

んが 部屋 を 出て いった 留守に、 或る 男が 入って 来て、 

そっと 上に あがり、 花活の 中に ピストル を 入れて、 そ 

れ からまた そっと 出て 行った。 それ を あなたが ちゃん 

と 見て いた —— という 風な 証言が 要 るんだ」 

「ま，^ ァ I 



「或いは 又、 あの 晚、 この 邸へ 来て 主人 を 訪ねた 土 居 

三津 子と いう 若い 女の 客が、 主人に 送られて 玄関から 

出て 行った 時刻 —— それ は 多分 正 十一 時 頃ら しいが、 

小 林さん がその すこし 前から 始まって 午前 零時 半 頃 ま 

での この 一 時間 半 〔# 「 一 時間 半」 は 底本で は 「 一 時半 匕 

ばかりの 間、 決して 主人のと ころへ 行って 彼 を 殺さな 

かった という 証明が 出来ても いいんです。 これに もい 

ろい ろの 場合が あるが、 例えばで すね、 その 一時間 半 

に 亙って、 小 林さん は 自分の 部屋から 一歩 も 外へ 出な 

かった という こと を、 あなたが 証明 出来るなら、 小 林 

さん は 晴天 白日の 身の上に なれ るんで す。 どうです か 



「小 林さん は 重大なる 容疑者に なって いるから、 今 君 

を 会わせる こと は 出来ないで すよ」 

「そうです か」 力なく 彼は肯 いた。 

「じゃあもう 仕様がない。 何もかも 申 上げます。 実は 

わし は 昨夜 十一 時から 今朝まで、 お トメさん の 部屋に 

いました。 だからお トメさん が、 今 あなたが 仰 有った 

十 一 時から 一 時間 半 は、 あの 部屋から 一 寸も 出た こと 

がない のです。 つまり、 お トメさん の 部屋で、 わしが 

お トメさん の 横に 寝て いました から …… 」 

芝 山 は 遂にたい へんな 〔# 「たいへんな」 は 底本で は 

「たいへん 匕 こと を 告白した。 



告 するとい われました。 おわ リ」 

旗 田 鶴彌の 死因 は、 ピストルの 弾丸ではなくて、 心 

臓 麻痺 だ —— と 古 堀 裁判 医が いったと いうの だ。 

「そ、 そんな ことがある もの か」 

と、 大寺 警部 は 腹立たしげ に 叫んだ。 

「ふしぎ だ、 ふしぎ だ」 

と、 長 谷 戸 検事 も 俄かに 信じ かねてい る 様子だった。 

他の 係官 も、 事の 意外に 呆然と している。 只、 帆村荘 

六 だけが、 にやり と 笑って、 シガレット. ケ— スを出 

して、 しずかに 指先に その 一 本 を 抜きながら、 

「第三 幕です。 これが 第三 幕です」 



土 居の 言葉に も 動作に も、 新しい 元気が 溢れて 来た。 

「 一 応 そういう ことが 成り立つ わけ だ。 しかし 僕の 受 

けた 印象で は、 この 事件 は それで 結末が つくと は 思え 

ない」 

r というと、 どうな るんだ」 

「いいかね、 これ は 明日 裁判 医 古 堀 博士の 報告 を 聴い 

た 上で ない と はっきり いえな いんだが、 まあ それ は そ 

れ として だ、 旗 田鶴彌 氏の 心臓麻痺 は 極めて 自然に 

起った もの か、 それとも 不自然な もので あつたかに 

よって、 又 新しく 問題が 出来る わけ だ」 

「どういう こと だ、 その 自然と か 不自然と いうの は… 



「しかしね え、 君」 

帆 村 は 吸殼を 灰皿の 底に すりつける。 

「たとえ 旗 田 氏が 心臓麻痺で 事切れた 後と はいえ、 ピ 

スト ルは旗 田 氏に 向けて 発射され たんだから ねえ。 引 

金 を 引いた 主 は、 旗 田 氏に 対して 或る 感情 を 持って い 

たこと になる。 つまり、 旗 田 氏の 頭部へ 弾丸 を 送り込 

ん だとい うこと は、 彼が 一 つの 言葉 を 綴って 残した こ 

とに な るんだ。 この こと は 君に も 分る だろう」 

「旗 田 氏 を 撃った ことが 一 つの 言葉 を 現わして いる I 

I という こと は 分る がね え …… 」 

「それが 分れば、 ピストルが この 事件に 重大な 役割 を 



なるなら、 この場合 はあり 得ない として、 横に 置こう _ 

…… もう 一 つの 場合と して は、 引金 を 引いた 者の 視力 

が 非常に 弱い か、 それとも 精神が 乱れて いて、 旗 田 氏 

が 既に 死骸で ある こと を 判別し 得なかった 場合 —— こ 

ういう 場合が ある」 

「ふ— ン、 すると 誰が やった 仕業 かな」 

「ああ、 それが よくない」 

帆 村が 舌打ち をした。 

「まだ 実証 上の 条件が 揃って いないのに、 軽々 に 人物 

を 決めて かかる の はよ くない。 非常に 危険な こと だ」 

「だけれ ど、 僕 は 君の ように 冷静ば かりで 押して 行け 



ない よ。 だって そうじゃ ないか、 僕の 妹が 絞首台へ 送 

られ るか 送られな いです むかの 瀬戸際に 今 立 つてい る 

ん だからね。 一秒で も 早く 犯人 を 突 留めたい。 犯人ら 

しい 有力者で もい いが …… 」 

「深く 同情す る。 しかし そういう 場合で あるが 故に、 

一 層 君 は 冷静でなくて はならない と 思う」 

「いや、 僕 はもう 我慢が 出来ない。 皆 はっきり させて 

しまわない では 居られな いんだ」 

土 居 は 激しく 喘いだ。 

「ピストル をぶ つ 放した の は 誰 だ。 その ピストル は 家 

政婦の 部屋から 出て 来た。 家政婦が 撃った に違いない _ 



ん だね」 

「芝 山 は 怪しい 奴 だ。 ねえ、 帆 村 君。 君 はこの 男に 目 

をつ けて いるん じ やない か。 怪しい 節が うんと あるよ- 

老人ぶ つてい るかと 思う と、 若者の ように とんでもな 

い 色気 を 出したり、 言う こと だ つ て 何 を い つ ている か 

分った もんじ やない し、 その 前身 だって 洗って みる 必 

要が あるよ」 

「三津 子さん は ピストル 関係者で はない のかね」 

帆 村 はいきな り 話題 を 転じた。 

「もちろん 無関係 だ。 なぜと いって、 妹 は鶴彌 氏に 送 

られて 玄関 を 午後 十一 時 頃に 外へ 出て いる。 鶴彌 氏の 



る 良好で、 年齢の 割に 潑剌 としていて、 心臓麻痺 を 起 

しゃすい 症状に あつたと は 思われない …… 」 

緊張して 聞いて いた 一座の 中に、 帆 村の 唇が 笑い を 

含んで ぐっと 曲った。 それ は 彼が、 「それ 見た か」 とい 

うと きにする 癖 だ つ た。 

「そこで 心臓麻痺の 原因が どこに 在った かとい う 問題 

になる が、 わしに ははつ きり 分らない。 どうして あの 

ような 強い 心臓麻痺が、 あの 肉体に 起った か 分らない。 

これ じ や 何が 裁判 医 だ。 まことに 汗顔の 至り …… 」 

古 堀 博士 は 大真面目 〔# 「大真面目」 は 底本で は 「大真 

面白 匕 で、 ぺ こんと 頭 を 下げた。 これに は 一同が 愕ぃ 



鳥が 当惑し 切った という 旨で、 

「さっきお 電話が 先生に ありまし たんです けれど、 い 

くらお 聞きしても 自分のお 名前 を 仰 有い ません の、 そ 

してた だ 先生に、 "鼠 も 心臓麻痺 じ や" と、 それだけ を 

伝えて くれと 仰 有い ましたん です けれど、 何の こと だ 

か さっぱり 分りません。 ひょっとしたら その 方 は 気が 

変で はない かと …… 」 

「いや、 分った よ、 八 雲 君。 それ は 素晴らしい 報告 だ 

鼠 も 心臓麻痺で 死んだ とね。 いや 全く それ は 素晴らし 

い 報告 だ」 

八 雲 千鳥 は、 帆 村 先生に も 気が 変になる ことが 移つ 



だね」 

と、 検事 は 事の ついでに、 この 自信 満々 の 主に 轧し 

た。 

「それ は 私の 領分 じ やな いんです よ。 鑑識 課員と 裁判 

医 は、 それにつ いても つと 明確な 報告 をして くれな け 

れ ばな らんと 思う。 あの 連中の 職務が それなん です か 

らね。 もっとも 私 は 今日 容疑者から 話 を 聞き出します _ 

そして あべ こべに 鑑識 課 や 裁判 医に 資料 を 提供して や 

ろうとまで 考えて いるんで すがね」 

「ところが 裁判 医が 死因 を 究明す る 力な しと その 不明 

を 詫びて いるんだ から、 困った もんだ ね」 



禅問答 

長 谷 戸 検事 は、 早速 その 仕事に 掛 つた。 

帆 村荘六 は、 「いや これ はます ます 恐れ入りました」 

といい たげ に 襟 を 正して、 係官と 共に 小 卓子の 側に 歩 

みよった。 

「 —— 料理が 六 種類に、 飲 科が 五 種類 だ。 サイフォン 

の 中の ソ— ダ水も 忘れないで 鑑識 課へ 廻す こと。 その 

外に 皿が 四つ、 コップが 三 個。 空いた 缶詰が 一個。 そ 

れ から テ ー ブル . ナイフ 〔# 「テ ー ブル • ナイフ」 は 底本 

では 「テ ー ブル、 ナイフ 匕 にフォ ー ク。 最後に シガ レツ 



ト-ケ —ス、 巾着に 入った 刻み煙草、 それと パイプ、 

それから マッチ も 調べて 貰おう。 それで 全部 だ」 

検事 は、 鑑識 課へ 廻 付して 毒物の 含有の 有無 を 調べ 

る 必要の ある もの 二十 四 点 を 数え あげた。 検事が それ 

を 数えて いる 間、 帆 村荘六 はこれ までにない 硬い表情 

で それ を 看守って いた。 

検事の 部下 は、 トランク を 一個 持って来て、 命ぜら 

れ たもの を 一 つ 一 つ 丁寧に パラフィン 紙に 包んで トラ 

ンクの 中に 収めた。 小 卓子の 上から はだん だんに 品物 

が 姿を消し ていって、 遂に 残った もの は 花活と 燭台と 

灰皿の 三つと、 小さい ナップ キンと テ ー ブル ，クロス 



かった こと を 物語る —— つまり そのと き 煙草 を 吸って 

いた ものなら、 その 吸殻 はこの 黒い 灰 〔# 「黒い 灰」 は 

底本で は 「黒 灰 匕 の 上に あるか、 又は その へんに 落ちて 

いる 害 だ。 だが そんな ことはなかった。 してみ ると、 

この 黒い 灰 を こしらえた 以後に 於いて、 被害者 はどう 

いう わけ かその 理由 は 不明 だが、 煙草 を 吸わなかった 

と 考えて いい。 と 同時に、 灰皿の 吸殻 は 毒物 を 含んで 

いなかった、 だから その後で、 被害者 は 紙片 を 焼くな 

どの 行動が 平気で とられる 程、 健康であった こと を 物 

語る。 こういう 解釈 はどう だね」 

「大いに 気に入り ましたね」 



けた。 俯向いた 三津 子の 項に、 乱れ 毛が ふるえて いた。 

「土 居さん。 二三の 問 〔# 「二三の 問」 は 底本で は 「二三 

の 間 匕 に 応えて 頂きましょう」 検事 はやさし くいった。 

「あなたが 当夜、 ここの 主人の 鶴彌 氏に 送られて この 

部屋 を 出て 行った ときの ことです が、 鶴 彌氏は どの 程 

度に 酔 払って いました か」 

三 津子は 口 を 開こうと はせ ずに、 床の 上 をみ つめて 

いた。 しかし 検事 は 辛抱 〔# 「辛抱」 は 底本で は 「幸 抱 匕 

強く 彼女の 応答 を 待った。 

「酔って はいらつ しゃら なか つ たようで ございます」 

三津子 は、 案外し つかりした 声音で 応えた。 



ついて 弁明 出来ます か」 

「ドク ブッと 申します と J 

「つまり、 人間 を 中毒させる 薬 を あなたが 隠し持って 

いて、 それ を鶴彌 氏に 喰べ させる かなん かした ので は 

ないかと いうんで す」 

「まあ、 毒物 を。 そんな …… そんな 恐し いこと を、 な 

ぜ あたくし が 致しましょう。 また、 たとえ あたくし が 

そんなた くらみ をした としても、 あのと おり 気の よく 

おつきになる 旗 田 先生が、 それ をす ぐお 見破りに なり 

ますでしょう。 ですから、 そんな こと は 全然お 見込み 

ちがいで ございます」 



としない。 

「ちょいと 君、 大寺 君」 と 検事が 呼んだ。 

「そういうもう 既に 答の 出て いる こと は 訊いても 仕様 

がない じ やない か。 もっと 新しい 事実の 方 を 掘り だし 

て、 事件の 解決 を 早くした いもんだ ね」 

警部 はい やな 顔 をした。 帆 村 探偵が、 おどろい たよ 

うな 顔で 長 谷 戸 検事の 方 を 見た。 

「 で すが 検事 さ ん 」 と 警部 は いった。 

「この 女が 如何にし てこの 家の 主人に 毒 を 呑ませ、 そ 

して この 邸から ずらかった か、 それ を 当人から 聞く と 

は 〔# 「聞く と は」 は ママ〕 新しい ことではないです か」 



る 心臓麻痺 だと 報告せられ ている のです。 おもしろい 

ではありません か、 鼠 も 旗 田 氏 も 同じ 原因に よって 同 

時に 生命 を 絶って いるので すから ね」 

「それ はたし かに 興味が ある 話 だ」 と 検事が いった。 

「で、 君の 結論 はどう なんだ」 

「結論 は 今のところ それだけで すよ。 いや、 それ を 

ちょ つ と 言い換えましょう か。 旗 田 鶴 彌氏も あの 鼠 も、 

共に 瓦斯 体に よって 中毒し たんだと いえる のです。 I 

I だから、 まず この 婦人 はこの 部屋に いる 間に それ を 

行った ので はない という ことが 分る。 なぜならば、 そ 

んな こと を すれば この 婦人 も 共に 瓦斯 中毒に よって そ 



捜査 を 根本から ひっくりかえす つもり なんです か、 君 

ま 」 

と、 大寺 警部 は 露骨に 不愉快 さ をぶ ちまけ た。 

「結果に 於て そういう ことになるの も 已むを得ないで 

すね、 もしも 僕が 今の ベた 説が 真に 正しい もので あれ 

. ま J 

「君 は、 瓦斯 中毒 説が 正しい と 思って いるの か、 それ 

とも まだ それほど 確信がない のか、 どっち なんだい」 

「警部さん。 僕 はほんの すこし 前に、 瓦斯 中毒 説 を こ 

こで 主張して いいこと に 気がついた ばかりです。 これ 

を 証拠立てる こと は、 僕と しても これからの 仕事なん 



あなた は その 方法 を 研究して 知っていた。 他愛なく 開 

く 仕掛に なって いたんだ。 …… それから あなた は、 窓 

にっか まった まま、 ピストル を 撃った。 弾丸 は 見事に 

鶴彌 氏の 後頭部に 命中した。 近いと はいえ、 なかなか 

見事な 射撃の 腕前です。 思う 部位に 命中 させて いるん 

です 〔# 「いるんで す」 は 底本で は 「いるです 匕 からね え 

殊に 窓に つかまった まま 撃って これなん だから 大した 

腕前 だ。 …… あなた は 大日 本 射撃 クラブで 前後 十一 回 

に 亙って 優勝して 居られ ますね。 どうです、 今の 話に 

は 間違いないでしょう」 

「既に 死んで いる 者 を 射撃した。 これ は 死体 損 壊 罪に 



感想 を 検事た ちに 需 めた。 

「さっぱり 瓦斯 中毒に 関する 訊問 は 出なかった じ やな 

ヽ i I 

レカ」 

長 谷 戸 検事 は 不満の 意 を 示した。 

「そうで もない のです がね え。 例えば、 こういう 事実 

が 分った と 思います。 すなわち 鶴彌 氏の 死ぬ 前に は、 

この 窓 はちゃん と閉 つていた のです。 それから 十二時 

頃、 亀 之 介の 一 一度 日の 帰 邸のと き 窓 は 開放され たこと、 

そして その後で 閉じられ たが 完全 閉鎖ではなかった こ 

と —— これ だけ は 今 亀 之 介が 認めて い つたので す」 

「それ はそう だが …… 」 



「毒 瓦斯が 放出され たと き、 この 部屋 は 密閉 状態に 

あった こと を 証明したかった のです。 密閉 状態に あつ 

たが 故に、 毒 瓦斯 は 室内の 者 を 殺す に 十分な 働き をし 

たわけです。 鶴彌 氏が 死んだ ばかりで はなく、 洗面 場 

の 下にいた 鼠まで が 死んだ のです からね え」 

帆 村 はよう やく 亀 之 介 訊問の 意図 を は つ きりさせ た _ 

外に 感想 はと、 帆 村が 重ねて 聞く と、 大寺 警部 は 笑 

いながら いった。 

「君 は ひどい ね。 亀 之 介 をう まく ひっかけ たじ やない 

か。 芝 山 は 押入の 中に 入って いたが、 入って 来た 人物 

の 顔 を 見なかった というのに 君が さっき 亀 之 介に い つ 



「この 缶詰の 中に 毒 瓦斯 を 詰める こと は 困難でしょう 

ね」 と 帆 村 は 真面目な 顔で いった。 「この 缶詰 は 普通 

の 缶でした。 瓦斯 を 封入す るに は少 くと も ニ箇の 特殊 

の 穴 を 明け、 その 穴 を あとで ハン ダで ふさいで おかな 

ければ なりますまい。 しかし そんな 痕 もない 全く 普通 

の 缶だった のです。 もし それが 出来たら、 大 寺さん の 

いわれる 手品 か 奇術です。 いや、 手品 や 奇術 や 魔術で 

も、 この 缶に それ を 仕込む こと は 不可能でしょう」 

「しかし、 この 空き缶が 一 体 どうしたと いうんだろう 

〔# 「いうんだろう」 は 底本で は 「いうだろう 匕」 

検事 はふし ぎで たまらな いと いう 風に ひとり 言 を 



興味 ある 四 種の 指紋 だ。 この 缶詰の 空 缶 〔# 「空 击」 

は 底本で は 「空 詰 匕 に、 四 人の 指紋が ついている。 主人 

鶴彌の 指紋が ついている こと は、 何人に も 納得が いく。 

彼 はこの 缶詰 を 前にして 死んで いたの だから。 

しかし この 缶詰 を 開いた の は、 果して 彼鶴彌 であつ 

たか どうか、 それ はま だ 分って いない。 また その 缶詰 

が、 彼の 死に 関係が あるの かどう かも、 まだ 分って い 

ない が、 帆 村 探偵 はこの 缶詰に 非常な 興味 を 持ち、 と 

ことん まで 洗い あげる 決心で いる。 

そしても しこの 缶詰が 万 一 鶴彌の 死に 関係が あった 

としたら、 それ は 一体 どういう 形で この 事件の 中へ 食 



帆 村 は ひそかに 胸 をお どらせ ている の だ。 

更に 興味 津々 たる は、 第 四の 指紋の 主の ことで ある。 

彼 (または 彼女) は、 これまで にこの 事件に 登場した 

ことのない 人物な ので ある。 果して 如何なる 人物で あ 

ろうか。 それ こそ 兇悪なる 真犯人で あるか も 知れない。 

また、 それ は 事件に 関係の ない 売店の 売子の 指紋で あ 

るの かも 知れない。 

さて、 旗 田 邸に 集まる 検察官と 帆 村 探偵のと ころへ 

鑑識 課から 右の 指紋 報告の 電話が 来て、 ひとしき リ討 

論が 栄えた あとで、 長 谷 戸 検事 は、 帆 村が 引続いて 取 

調べ を 進行させる 意志が あるなら、 暫く 君に 委 かせて 



をす ぐ ここ へ 持つ てく るよう に 命じた。 

「その 空 缶 は、 たいへん 軽い 缶詰で は ござ いません か」 

「ぇッ …… そ、 そうか もしれ ません〕 

帆 村 は 電撃 を くらった ほど 愕 いた。 "たいへん 軽い 

缶詰" —— そんな こと は 今まで 想像した こと もなかつ 

た。 帆 村は愕 いたが、 三津 子の 方 は 別に 愕 いていな 

かった。 

「その 缶詰なら —— その 缶詰なら、 あたくし はこの 部 

屋で 見ました。 しかし この 写真に あるよう に、 あけて 

は ございません でした」 

「あけて なかった というんで すね」 帆 村の 顔 はいよ い 



よ 青白くなる。 

「あなた は、 その 缶詰 を どこで 見ました か」 

「その 小 卓子の 上に ありました」 

「この 小 卓子の 上に ね。 たしかで すね」 

帆 村の 額に 青い 血管が ふくれあがる。 

「たしかで ございます。 あたくし が この 部屋に 入って 

参りました とき、 先生 —— 旗 田 先生 は 小 卓子の 脇 を 抜 

けて その 皮 椅子へ 腰をおろそう となさい ましたが、 そ 

のとき お 服が さわりまして、 あの 缶詰が 下に ころがり 

落ちました。 あたくし は 急いで それ を 拾って、 この 小 

卓子に おのせし ました。 すると そのと き 先生 はお in: き 



「まさか、 そんな ことが 」 

「いえ、 お世辞 をい つて 頂こうと は 思いません です」 

ひ よんな ことにな つてし まって、 帆 村 は あとの 言葉 

が 続かず 立往生 だ。 

そのと き 幸運 は 帆 村 を 救って くれた。 それ は 本庁 か 

ら、 例の 空き缶が ここへ 届けられ たので ある。 

二重の 白い 布片に まかれて あった 空き缶 は大寺 警部 

の 手に よって 小 卓子の 上で しずかに 布片を 解いて、 取 

出された。 

(ぁッ — ) 

帆 村 は 硬直した。 口の 中で、 愕 きの 声 をのんだ。 彼 



考えられません。 もし 詰めて あった 〔# 「詰めて あった」 

は 底本で は 「詰めた あった 匕 ものなら、 缶詰の 缶の どこ 

かに、 少く とも 一 一つの 穴が あけられ ていて、 その 穴 〔# 

「その 穴」 は 底本で は 「あの 穴 匕 は ハン ダ づけが して ある 

はずです。 そうしな いと、 瓦斯 を この 中へ 送り こむ こ 

とがで きないの です。 しかし この 缶詰 は、 ごらんに な 

る 通り、 穴 を あけた 形跡が なく、 缶の 壁 は 綺麗です。 

ですから、 この 缶の 中に 毒 瓦斯 そのものが 詰めて あつ 

たと は 考えられな いのです」 

「な あんだ 君 は …… 。 君 は 自分で 毒 瓦斯 説 を 提唱して 

おいて、 こんど は 自分から それ をぶ ち 壊す のかい。 そ 



方へ 自動車 をとば していった。 ここで 話 をもう 一度 旗 

田 邸へ 引き戻さねば ならない ことにな つた。 それ は、 

ちょうど 同じ 頃の 時刻で あつたが、 旗 田 邸内に 意外な 

事態が 起った ので …… 。 検事 一行が 三 台の 自動車に 

乗って 賑やかに 旗 田 邸 を 出かけてから 五六 分た つた 後 

のこと であった。 がらんと した 〔# 「がらんと した」 は 

底本で は 「がらんと して 匕 鶴彌の 居間の 入口に、 姿 を 現 

わした 者が あった。 

「もしもし。 どなた か 居ません か」 

やや 低目の 声で、 その 人物 は 呼んだ。 それ は 亀 之 介 

だった。 誰も それに 返事 をす る 者がなかった。 彼 は 部 



灰皿の 上の 黒ずんだ 灰 を —— 紙 を 焼いたら しい 灰で あ 

るが、 それ を そっと 持ち あげ、 ハンカチ— フの 上へ 移 

した。 灰 は 案外に しゃち ほこば つていて、 途中で 崩れ 

るよう な こと はな か つ た。 

彼 は 急いで 灰 を ハンカチ— フの 中に 丸め こみ、 上衣 

の 左の ポケットへ 押し こんだ。 彼の 仕事 は、 まだ それ 

で 終った のではなかった。 彼 は 右の ポケットから 白い 

紙 を 折り畳ん だもの を 引 張り出した。 それ を 指で つま 

んで ひろげた。 四つ 折に なって いた 純白の 無 S のレ 

タ！ ぺ— パ ー だった。 それ を 灰皿の 上へ 持って いつ 

た。 それから ライタ ー を 出して 火 をつ けた。 ライタ ー 



毒 瓦斯 材料 を あなた は どこで 手に お入れに なった ので 

す 力」 

帆 村の 唐突の 質問に、 亀 之 介の 顔色 はさつ と 変った。 

「知らんで すな、 そんな こと …… 」 

r ケ リャム グィン は ドイツで 創製 せられた 毒 瓦斯 材料 

で、 常温で は 頗る 安定な 油脂 状の ものです。 それ を 高 

温に あげ、 燃焼させます とたち まち 猛烈な 毒 瓦斯と な 

リ ます。 ケ リャム グィンの 一 ミリグラム は、 燃焼して 

瓦斯 体と なること によって、 よく 大広間の 空気 を 即死 

的 猛毒 性に 変じます。 —— あなた は、 ケ リャム グィン 

を 書簡箋に 吸収 させました。 そして その 書簡箋 は、 缶 



り 停って しまった のです。 そして そのお 相伴 を くらつ 

て、 あそこの 洗面器の 下の 下水 穴から 顔 を 出した 不運 

な 溝鼠が、 鶴彌 氏に 殉死して しまった という わけなん 

です が、 如何です な」 

「大 いへん 面白い 御 創作です ね。 どこかの 懸賞 小説に 

投稿な さると いいです な あ」 

「その 書簡箋に 書いて あった 文面が、 また 興味 ある も 

のなん です。 こう 書いて ありまし たがね、 * 告白 書。 
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「ああ 危 かった。 これが 例の 猛毒 ケリ ャム グィンら し 

い。 これ を この 部屋で 煙草で も 交ぜて 燃される ものな 

ら、 この 人と 一 緒に われわれ も 一 緒に 〔# 「この 人と 一 

緒に われわれ も 一緒に」 は ママ〕 無理心中 というわけだ。 

おお、 あぶなかった」 

藝 I 官た ち は 目 を ぱちくり。 

「すると すると 当人の 持つ ている 煙草 もみん な危 

険 物なん です ね」 

「そうです。 煙草 もみん な 押収して おかれた がいいで 

しょう」 

このと き 亀 之 介の 手首に は、 手錠が かかった。 彼 は 



そのと きに 殺害した ものと 思わせ、 犯人 容疑者まで 用 

意した のだった。 

尚、 毒 瓦斯 ケリ ャム グィン は、 鶴 彌を斃 した 後、 通 

気孔 や 窓の 隙間から 自然に 外へ 出て 行き、 稀薄と な つ 

ていった。 そして 約 一時間 半 後、 亀 之 介が クラブ を 脱 

出して 帰 邸し、 庭から 窓 を あけた ときには、 毒 瓦斯 は 

もう 致死 濃度ではなかった ので ある。 

序に 記して おくが、 鶴 彌と亀 之 介 は 兄弟で あるが、 

母親 を 異にして いた。 二人の 母親 同士 は、 生きて いる 

間、 互いに 激しく 睨み合った もので、 この ことにつ い 

て もす こぶる 怪奇 事件が まと い つ いている ので 〔# 「い 
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